
2013～2017年度

南三陸町災害公営住宅くらしの懇談会運営業務
宮城県 南三陸町 復興事業推進課

業務概要業務概要

　南三陸町では災害公営住宅の入居が2014年８月から始まり2017年３月に終了予定であるが、従来から地域
のコミュニティが重要な役割を果たしてきたことを踏まえて、災害公営住宅においても、コミュニティに配慮した取
組みを行うこととした。なおこの取組みは全ての災害公営住宅の入居が終了する2017年度まで実施予定である。
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目　的目　的

概　要概　要
　2013年度は災害公営住宅を含む地域のコニュニティの核となる集会所の間取りと広場について、入居希望
の方々と意見交換を行い、地域の方々が一堂に会せる広い集会室（2室に間仕切ることが可能）、炊出しのでき
る広い厨房（集会室と広場に面する位置）、室内と広場をつなぎ気軽に“お茶っこ”のできる広い縁側（テラス）
などの基本構成を定めた。
　2014年度以降は、入居希望の方々が入居前から顔見知りになれるように、団地ごとに交流できる場として
運営し、建設の進捗状況や入居手続きの説明を交えた会とした。また入居後1か月程度後にも、新たな集会所
で「くらしの懇談会」を開催し、住宅の住み心地や不具合等伺うと共に、新たなコミュニティの核となる集会所
に慣れて頂く機会を設けている。
　なお、入居後のコミュニティ活動の継続的な支援のために、くらしの懇談会は当初より地元のまちづくり団
体の協力を得て実施している。
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